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オーバーデンチャー

歯根を被覆する形態の義歯．歯冠部を切断した歯根に根面板を
装着した後に，全部床義歯を装着する

適応症：
・残存歯の植立状態が義歯の人工歯排列や装着に妨げとなる

症例．これには挺出や傾斜による歯列不正や咬合平面の乱
れのある症例が該当する

・支台歯周囲組織の状態が十分な支持能力を有していない症例
・すれ違い岐合のように，支台歯と顎堤が対向しており，機能力

が義歯床を介して負担となる症例



長所：
・歯根を残すことにより歯槽骨の吸収を防止して顎堤が保全できる
・歯根膜が保存されることにより感覚機能が保全できる
・歯冠歯根長比が改善され，支台歯の負担過重を防ぐことができる
・歯根膜による支持機能を期待できる
・義歯の維持・支持・安定を増強できる
・全部床義歯へ円滑に移行できる

短所：
・歯冠を切断するため，生活歯では抜髄を必要とする
・支台歯周囲の歯肉が不潔となり炎症が起こりやすい
・辺縁歯肉に生理的刺激が加わらないため病的変化に陥りやすい
・支台歯が支点となり義歯の転覆や破折が生じやすい
・ブラッシング時に歯肉を損傷しやすい



次の文により12、13の間いに答えよ。
69歳の男性。下顎義歯を製作した。口腔内写真(別冊No.11A)

、作業用模型の
写真（別冊No.11B)及び義歯を装着した写真(別冊No.11C)を別
に示す。

12 製作した義歯はどれか.

a コンプリー卜オーバーデンチヤー‐
b バーアタッチメントデンチャー
c 歯冠内アタッチメン卜デンチャー
d 歯冠外アタッチメン卜デンチヤー
e テレスコープデンチャー

13 この義歯で正しいのはどれか。
a 支台歯の歯冠歯根長比が改善される。
b 維持より把持が優っている。
c 着脱方向はアタッチメンに制約される。
d 義歯洗浄剤は使用できない。
e 維持カは辺縁封鎖によって得られる。

Ǐ

Ǐ



最終的な義歯を装着するまでの期間､外観､機能などの目的を達成させるため
に､ある一定期間試用する義歯｡

暫間義歯の分類
狭義の暫間義歯 （口腔環境維持）
即時義歯 （審美性と下顎位の保持）
移行義歯 （増歯修理が前提）
治療義歯 （治療目的）

狭義の暫間義歯の目的
1．早期の咬合ならびに審美的回復を目的とするもの
2．space maintainer（残存歯の傾斜、移動などの防止、小児義歯）
3．咬合高径の維持が目的のもの（異常咬合習慣、筋スパズムその他の

顎機能異常の予防）
4．中心咬合位の維持安定を目的とするもの（下顎の偏位防止）
5．対合歯の挺出防止と機能の維持



暫間義歯設計上の注意点

（1）床を広くして粘膜支持を主体とする（不完全な支台歯にレストによる負担
をかけない)．

（2）強固な維持装置を用いない．したがって、鋳造鉤より線鉤が適しているし、
鉤のない義歯も考えられる（スプーンデンチャー）．

（3）咬合形式はロングセントリックを与える．
（4）レジン歯を用いて咬合のチェックを頻繁に行う．
（5）義歯の調整しやすいレジン床義歯とする．
（6）咬合高径の挙上量は患者の適応能力を目安とする．
（7）口腔清掃の訓練のテストケースとする．
（8）人工歯排列の数を最小限にとどめる．
（9）適合性および操作の簡便性から修正には常温重合レジンを用いる．



Ǐ



Ԁ
作業用模型上で抜歯予定の歯を削除し．抜歯後の顎堤形態を予
想して修正後，全部床義歯を製作し，抜歯後直ちに装着する義歯

適応症：
・残存歯を抜歯すると全部床義歯になる症例
・前歯の喪失期間があると日常生活に不都合を生じる症例
・全身状態の理由で抜歯の回数を少なくし．直ちに機能回復が必

要な症例（抗凝固薬を服用している場合など）



長所：
・歯の喪失期間がないため，咀嚼・発音機能および審美性を損なう時期がない
・歯の喪失に伴う顔貌の変化，咀嚼・発音機能の変化がないため，心理的障害

を受けることがなく，社会生活に支障が生じない
・義歯床が抜歯窩剣を被覆して機械的，細菌的刺激から護ることができるので，

治癒が促進される
・残存歯を参考に，人工歯の選択，排列をすることができる
・残存歯の咬合関係が適正な場合は，咬合採得の参考になる

短所：
・蝋義歯の試適ができないので，確実な審美性が得られにくい
・抜歯後の歯槽骨吸収の程度を予測することが困難なため，良好な適合が

得られにくい
・歯槽骨吸収の進行が予想できないので，抜歯後早期にリライニングが

必要となる



製作手順：

①研究用模型で義歯を設計
②精密印象を採得し，作業用模型を製作
③（咬合床を用いて）咬合採得後，人工歯を選択
④作業用模型を咬合器に装着し，削除する歯と歯槽部に外形線を記入
⑤抜歯予定の歯を削除し人工歯を排列
⑥人工歯排列，歯肉形成が終了した後，フラスク埋没し流ろう
⑦レジン填入，重合，研磨を行い，義歯を完成させる

抜歯後の歯槽骨整形が予測できるときは，テンプレートを製作
・流ろう後の作業用模型から抜歯予定部位の印象を採得
・硬石膏模型を製作しワックスアップを行い，フラスク埋没，透明レジンの填入，

重合し，テンプレートを製作
⑧完成した義歯の清掃，消毒
⑨抜歯を行い，（透明レジンのテンプレートを当てがい歯槽骨整形を行う部位を確定）
⑩（歯槽骨整形後は止血してから）即時義歯を口腔内に装着



Ǐ e



比較的早期に，抜歯とそれに伴う義歯の修理や新製が予測された
場合，その間の機能と形態とを確保するために使用される義歯．使
用中の義歯の抜歯部位に人工歯を追加して使用することがある

・全部床義歯に移行するまでの間に審美的，機能的障害に陥る
期間がない

・全部床義歯に移行するまで咬合関係の保持が可能
・少数歯の改修で済むため．全部床義歯への順応性に優れている
・抜歯後の人工歯の追加がチェアーサイドで容易にできる



最終義歯の製作に先立ち．咬合治療，粘膜治療などを目的と
して装着される暫間的な義歯．使用中の義歯を修正．改造し
て用いる場合と，新たに義歯を製作して用いる場合がある

適応症：
・顎関節･筋に異常があり，咬合位の修正が必要な症例
・顎堤粘膜に圧痕，炎症による腫脹，フラビーガムなどの形態

異常がみられる症例



治療義歯の目的

1．歯の小移動（MTM）
2．床下粘膜の調整（tissue conditioning）
3．不安定な中心咬合位の確立
4．咬合挙上床
5．顎関節症治療用バイトプレート
（バイトプレーン、オクルーザルスプリント）
6. 移行義歯



Ǐ



顎顔面の補綴



１．顔面補綴



顔面補綴(エピテーゼ)

















２．顎義歯



顎補綴の目的

① 外貌の改善による審美性の回復
② 口腔と鼻腔との交通の遮断による食物などの漏出防止
③ 気道の回復による呼吸系の改善
④ 発音障害の改善
⑤ 咬合と咀嚼機能の回復
⑥ 嚥下障害の改善
⑦ 患者の心理的負担の軽減



上顎の場合：

口腔と鼻腔が病的に交通する。(骨、粘膜の欠損)

Ź

咀嚼・発音・嚥下障害をきたす。

目的として欠損部の咀嚼機能は
あまり期待できない。



下顎の場合：

１．左右の連続性が保持されているケース

通常の義歯に準じた処置

やはり 欠損部の咀嚼機能は
あまり期待できない。

２．骨除去により左右の連続性が失われたケース





この写真は上顎骨部分

切除症例のもの

顎義歯

栓塞子(オブチュレーター)

にて閉鎖

顎義歯



栓塞子のタイプ

強度 軽量

１．充実型 ○ ×

２．中空型 △ △

３．開放型 × ○

















通常開孔部は機能印象しない(アルジネート)







11 76歳の女性.上顎歯肉癌切除後に開放型栓塞子を持つ顎
義歯を装着した。口腔内写真(別冊No.10A)と顎義歯の写真(

別冊No.10B)とを別に示す.

矢印部分の目的はどれか。 2つ選べ.

a 維持力の向上
b 義歯強度の増加
c 支持域の拡大
d 軽量化 .

e 陰圧効果の増強
答 ａ ｄ









答 ｄ



３．言語治療の補助装置



スピーチエイド１







軟口蓋挙上装置

スピーチエイド２





Hotz plate （哺乳床）

乳児期には哺乳が困難となる。これを改善するため
の床。(口蓋裂)



答 ｄ



答 ｃ ｄ



答 ａ ｂ ｃ




